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 市役所では、職員がみなさんのところに出向いて、

男女共同参画について分かりやすく説明する 

「おとどけセミナー」を行っています。「男女共同参

画についてもっと知りたい！」という方は是非ご活用

ください。  

メニュー名 「男女共同参画って何だろう？」 
 ◆５人以上のグループでお申し込みください。 

 ◆申込書を、開講希望日の2週間前までに 

  くらし人権課 へ提出してください。 
※申込書は市のホームページからダウンロードできます。 

おすすめの1冊！！     

「職場のワーク・ライフ・バランス」  

著：佐藤博樹・武石恵美子 

 ワーク・ライフ・バランス（WLB）の実

現に向けた仕事の進め方「10の実践」

チェックリストや心構えなどが掲載してあり

ます。皆さんも職場のWLBを推進しません

か。 

※貸出を希望される場合は くらし人権課 へお問い合せく

ださい。 

心配しないで。あなたはひとりじゃない。 
 何かつらいことや心配ごとがあったら、一人で我慢したり、悩んだりしないで、勇気を持って安心できる誰かに話した

り、相談窓口を利用したりしましょう。また、身近な人が不安や悩みを抱えているかもしれないと思ったら、迷わずに声

をかけてください。 

 ♪ 女性の人権ホットライン（岐阜地方法務局） 平日8:30～17:15 電話0570-070-810（全国共通） 

   ♪ みんなの人権１１０番（法務局・地方法務局） 平日8:30～17:15 電話0570-003-110 

 ♪ 岐阜県女性相談センター 平日9:00～21:00 土日祝 9:00～12:00、13:00～17:00 電話058-274-7377 

 ♪ 多治見市役所子ども支援課女性相談  平日9:00～16:00 電話0572-23-5609 

 ♪ 男性専門電話相談（岐阜県男女共同参画プラザ） 第2・4金曜日17:00～20:00 電話058-278-0858 

この情報紙へのご意見や 

お問い合わせはこちらまで。 

では、ワーク・ライフ・バランスやメリハリワークをテーマに

様々な取組みを実施しています。「輝く企業」をめざして取り組んでいる施策の一部をご紹介いたします。 

ライトダウン月間（メリハリワーク強調月間） 

メリハリワークを推進するため、毎年５月と１１月をライト

ダウン月間と名付け、主に以下のような活動を実践して

います。 

➀毎週水曜日を「ノー時間外デー」とし、輪番で館内放送

にて「定時退社」を呼びかけ。 

②定時退社予定の者は、朝礼時に「定時で帰る宣言」を

実施し、終業に向けて効率よく業務に取り組む。 

③16時30分以降は、次工程を考慮して、伝票回付とメー

ル配信を控える。 

④月初めにその月の休暇取得計画を策定し、確実な取

得を推進。 

毎週水曜日の「ノー時間外デー」は

年間を通して実施。輪番で行う館内

放送に、みんなが誰の声かな？と

関心を持って聞いてます。 

ワークライフバランスセミナーと男の料理教室 

★講演会 
女性弁護士を講師に招き「法律相談事例から見えてくる共

働き夫婦の円満と働き方の秘訣」を題目として開催。 

★料理教室 
家庭における性別役割分担の意識改革の推進を目的に

実施。 

※メリハリワーク…仕事を効率よく集中して取り組む働き方 

中部電力（株）多治見営業所 

男女ともに仕事と家庭の両立を考えるきっかけとする講演

会と男性社員向け料理教室を実施いたしました。 

男の料理教室の様子 

「包丁を持つのは初めて」という人からベ

テランまで、幅広い年代が参加。料理を

作る大変さと楽しさを体験しました！ 
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 講演会や料理がきっかけで家庭内におけるコミュニケーショ

ンが活発となり、さらには家庭生活の充実に繋がるきっかけの

一つとなれば素晴らしいと考えます。 

たじみ男女共同参画情報紙 

    2018年（平成30年）3月  

        第 32 号 

共に生き、共に歩む 

「Together たじみ男女共同参画情報紙」は、みなさまに男女共同参画に関する情報提供をすると共に、一緒

に考え、作っていくみんなの情報紙を目指しています。あなたらしさ、わたしらしさ、個性が発揮できる社

会、男女共同参画社会の実現に向け一緒に考えていきましょう。 

 

内容 目標設定時 

（H23～24年度） 

現状値 

（H28～29年度） 

目標値 

（～H29年度） 

備考 

市の審議会等における女性委

員の割合 

２４．０％ ３５．８％ ３０．０％ ４０９／１，１４２人 

女性委員のいない市の審議会

等の数 

８ １０ ０ １０／９６委員会 

男女雇用機会均等法の内容を

知っている人の割合 

６２．４％ ６５．０％ ８０．０％  

DV防止法の内容を知ってい

る人の割合 

５０．７％ ５２．９％ ６０．０％  

第２次たじみ男女共同参画プラン進捗状況表（一部抜粋） 

済 

新たに多治見市女性活躍推進計画が盛り込まれました 

※このプランに関する冊子・計画のダイジェスト版は、平成30年４月以降に市内公共施設等に配布予定です。 

詳しくは、くらし人権課へおたずねください。 

人権を尊重した男女共同参画 

誰もが活躍できる社会づくり 

安心して暮らせる社会づくり 

基本目標 

プランの推進 

固定的性別役割分担意識を改め、一人ひとりの個性と能

力が十分に発揮できる社会をめざします！ 

政策・方針決定過程への女性の参画の促進し、仕事と子

育て・介護等の両立しやすい環境をめざします！ 

＋ 

支援体制や相談窓口の充実を図り、社会への参画を妨げ

られることなく、住み慣れた地域で心身共に健康で安心

して暮らせる社会をめざします！ 



 

今の仕事をちょこっと工夫してみませんか 

 共働きの家庭が多くなった今、仕事をしながら子育てや介護などを行う人が多いのではないでしょうか。 

 また、子育てや介護以外の理由でも、資格を取ってキャリアアップをめざす方、スポーツや芸術鑑賞など趣

味に時間を費やしたい方、ボランティアに参加する方、休みの日にしっかり休養を取りたい方など、様々な形

で仕事以外の時間を過ごしたいと思っていらっしゃるのではないでしょうか。 

 ワーク・ライフ・バランスは、仕事と他の時間を半々にするということではなく、人それぞれ、年齢や環境

に応じて、どこに生活の重点を置いていきたいかで変わってきます。 

ワーク・ライフ・バランス(仕事と生活の調和）できていますか？ 

最近、体がなまってきた

し、スポーツジムに通い

たいな 

平日にもっと家族と

過ごす時間を増やし

たいな 

共働きだけど、子育てや家

事は妻の私 

仕事を続けたいけど、どう

したらよいのかな 

キャリアアップのため

に、資格取得に挑戦

したいな 

仕事 
家庭 

どこに生活の重点を置くか

は【ひとそれぞれ】 

 仕事との兼ね合いや調整をどうつけるのか、不安

や悩みもあるかと思いますが、家族と話し合って、

「育児休業制度」や「短時間勤務制度」など

の会社の両立支援制度を活用したり、時間管理

や仕事のやり方を工夫したりすることで、ワー

ク・ライフ・バランスを取りやすくなります。 

仕事 

家事・育児・介護 

バラバラに担うと

不安定… 

仕事 家族を養う 
育児 

家事 

介護 

一緒に担うことで 

補い合える 

時間管理ツール等を用いて、スケジュールの共有化を図り、

お互いの業務効率化に協力。 

会議にかかる時間を出席者のコストに換算したものを提示す

ることにより、だらだらとした無駄な会議を防ぐ。 

業務を可能な限り、標準化・マニュアル化することで、全員

がその業務を行うことができ、仕事の効率ＵＰ。 

会議から打ち合わせ、来客などの間の時間１０分～３０分と

いったスキマ時間ができたときにやることを決めておく。 

 経済、教育、政治、保健分野などのデータについて世界各国の男女

平等の度合いを指数化した世界経済フォーラム（ＷＥＦ）の2017年

版の「ジェンダー・ギャップ指数（ＧＧＩ）」が発表されました。 

 日本の順位は、144カ国のうち、114位でした。 

日本の順位を下げている要因として、「男女の所得格差」や「女性の

政治参加が遅れていること」が挙げられます。 

 

介護休業について、介護を必要とする家族

（対象家族）１人につき、通算９３日まで原

則１回に限り取得可能 

改正育児・介護休業法のポイント（一部抜粋） 

改正前 

対象家族１人につき通算９３日まで、３回を

上限として介護休業を分割して取得可能 

現行 

介護休暇・子の看護休暇について１日単位で

の取得 

改正前 

半日（所定労働時間の２分の１）単位での取

得が可能 

現行 

介護のための所定外労働（残業の免除）の制

限→なし 

改正前 

介護のための所定外労働の制限について対象

家族１人につき、介護終了まで利用できる所

定外労働の制限を新設 

現行 

※詳しくは厚生労働省「育児・介護休業法」をご確認ください。 

平成２９年１月１日から 

事業主による妊娠・出産・育児休業、介護休

業等を理由とする不利益取扱いを禁止 

改正前 

左記に加え、上司・同僚からの妊娠・出

産、育児休業、介護休業法を理由とする嫌

がらせ等（マタハラ・パタハラなど）を防

止する措置を講じることを事業主へ新たに

義務付け（派遣労働者の派遣先にも適用） 

現行 

会社の育児・介護との両立支援について 

 

①妊娠中・出産期に取れる休暇を知っていますか？           （ はい ・ いいえ ） 

②妻の出産前後に夫が取れる休暇を知っていますか？          （ はい ・ いいえ ） 

③育児のために取れる休業制度を知っていますか？           （ はい ・ いいえ ） 

④子どもの看護や介護のための休暇制度を知っていますか？       （ はい ・ いいえ ） 

⑤男性も女性も育児休業・介護休業を取れることを知っていますか？   （ はい ・ いいえ ） 

⑥短時間勤務や残業の免除・制限の支援制度はありますか？       （ はい ・ いいえ ） 

順 位 国  名 

１  アイスランド 

２  ノルウェー 

３  フィンランド 

： ： 

１１４  日本 

チェックしてみよう 


